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特集

今取り組もう！「介護予防」

七ヶ浜町民バスの運行が決定しました

町内の話題 ズームアップ

　メキシコ文化を堪能 国際村で交流イベント　ほか

ふれ愛くらぶ

　ボーちゃんの知っ得！しちがはま　ほか

暮らしの安心・安全情報

暮らしアラカルト

　子育て支援センターだより

　アクアリーナクラブ　ほか　

プリマス青少年訪問団受け入れホストファミリー募集
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介護予防で、心も体も健康に

　町内各地区の公民分館では、毎月1～3回程度、65歳

以上の方を対象とした介護予防教室が開催されてい

ます。参加者の皆さんは、ご自分の健康維持・向上を目

指し、楽しく運動を行っています。

　今月の特集は「介護予防」。心も体も健康になれる秘

訣を探ります。

主な内容

★電子メールでのお問い合わせはこちらから！

七ヶ浜町ウェブサイト

介護予防教室「すこやか明神会」（東宮浜）



　
現
在
日
本
で
は
、
こ
れ
ま
で
に

例
を
見
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
高
齢
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。
寝
た
き
り
な

ど
の
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
の
増

加
や
、
介
護
す
る
家
族
の
高
齢
化

に
伴
う
老
々
介
護
な
ど
、｢

介
護

が
必
要
に
な
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
」

と
い
う
思
い
は
、
誰
も
が
共
通
に

抱
く
不
安
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
町
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な

く
、
平
成
26
年
に
は
高
齢
化
率
が

25
・
２
％
と
、
町
民
の
４
人
に
１

人
が
65
歳
以
上
と
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
て
お
り(
左
図
参
照
）
、

高
齢
者
の
方
々
が
、
健
康
で
い
き

い
き
と
、
自
立
し
た
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
介
護
が
必
要

と
な
る
前
に
、
日
ご
ろ
か
ら
運
動

不
足
を
解
消
し
、
健
康
維
持
・
向

上
を
図
る
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て

き
ま
す
。
要
介
護
状
態
な
ど
、
介

護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
を
増
や

さ
な
い
（
遅
ら
せ
る
）
こ
と
で
、

な
る
べ
く
元
気
に
活
動
で
き
る
期

間
を
長
く
し
、
要
介
護
状
態
に
な

っ
て
も
、
状
態
が
そ
れ
以
上
悪
化

し
な
い
よ
う
に
、
維
持
・
改
善
を

図
る
た
め
、
様
々
な
取
り
組
み
を

行
う
「
介
護
予
防
」
が
、
大
き
な

力
を
発
揮
し
て
く
れ
ま
す
。

介
護
状
態
に
陥
る
前
に
、積
極
的
に
介
護
予
防

今
取
り
組
も
う
！ ｢

介
護
予
防
」

今
取
り
組
も
う
！ ｢

介
護
予
防
」

今
取
り
組
も
う
！ ｢

介
護
予
防
」

ダンベル体操
介護予防教室「浜楽会」(境山)

はまらん

　
現
在
日
本
は
、
世
界
に
ま
れ
に
見
る
高
齢
化
社
会
に
突
入
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
高
齢
者
の
方
々
が
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
自
立
し
、
い
き
い
き
と
生
活

で
き
る
社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
各
地
区
の
公
民
分
館
で
は
、
65
歳
以
上
の
方
々
を
対
象
と
し
た
介
護
予
防

教
室
が
行
わ
れ
て
お
り
、多
く
の
参
加
者
が
集
い
、健
康
増
進
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
運
動
機
能
の
維
持
・
向
上
、
そ
し
て
、
心
の
健
康
に
も
大
き
な
効
果
を

発
揮
す
る「
介
護
予
防
」に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。
　

　
現
在
日
本
は
、
世
界
に
ま
れ
に
見
る
高
齢
化
社
会
に
突
入
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
高
齢
者
の
方
々
が
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
自
立
し
、
い
き
い
き
と
生
活

で
き
る
社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
各
地
区
の
公
民
分
館
で
は
、
65
歳
以
上
の
方
々
を
対
象
と
し
た
介
護
予
防

教
室
が
行
わ
れ
て
お
り
、多
く
の
参
加
者
が
集
い
、健
康
増
進
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
運
動
機
能
の
維
持
・
向
上
、
そ
し
て
、
心
の
健
康
に
も
大
き
な
効
果
を

発
揮
す
る「
介
護
予
防
」に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。
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◆特集　今取り組もう！「介護予防」

　
町
で
は
平
成
16
年
度
よ
り
、
65

歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た
「
て

ん
と
う(

転
倒)

む
し
教
室
」
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
て
ん
と
う
む
し
教
室
は
、
日
常

生
活
に
お
い
て
、
つ
ま
づ
き
「
転

倒
」
し
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い
よ

う
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の

運
動
指
導
を
行
う
も
の
で
す
。
毎

年
対
象
地
区
を
決
め
、
介
護
予
防

の
重
要
性
や
楽
し
さ
を
住
民
の
方
々

へ
理
解
し
て
も
ら
い
、
そ
の
後
、

各
地
区
主
導
で
介
護
予
防
教
室
を

実
施
し
て
い
た
だ
く
よ
う
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
18
年
度
か
ら
特
定

高
齢
者(

要
介
護
状
態
に
な
る
恐

れ
の
あ
る
方)

を
対
象
と
す
る
「
わ

く
わ
く
運
動
教
室
」
を
開
催
。
同

教
室
で
は
、
主
に
運
動
機
能
の
向

上(

運
動
機
能
低
下
の
予
防
・
向

上
を
図
る)

を
重
点
項
目
と
し
て

開
催
し
て
お
り
、
高
齢
者
の
方
々

の
健
康
維
持
・
向
上
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。

　
平
成
20
年
度
に
は
、
町
主
催
の

各
介
護
予
防
教
室
が
町
内
の
地
区

を
一
巡
し
た
結
果
、
現
在
で
は
町

内
13
地
区
に
お
い
て
、
各
地
区
主

導
の
介
護
予
防
教
室
が
開
催
さ
れ
、

多
く
の
参
加
者
が
集
い
、
健
康
増

進
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
町
で
は
各
地
区
で

行
わ
れ
て
い
る
介
護
予
防
教
室
で

の
運
動
指
導
な
ど
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
行
う
「
介
護
予
防
運
動
指
導

サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
今
年
度
よ
り
募

集
。
地
域
の
健
康
づ
く
り
・
仲
間

づ
く
り
、
そ
し
て
、
地
域
全
体
で

支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。

「
て
ん
と
う(

転
倒)

む
し
教
室
」で
、楽
し
く
介
護
予
防

(人口) 0歳～64歳 65歳以上

0
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H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

4,039
(19.0%)

21,282 21,295 21,161 21,005 20,875 20,739 20,591 20,439 20,274

17,243 17,102 16,824 16,508 16,344 16,117 15,802 15,501 15,163

(19.7%)
4,193

(20.5%)
4,337

(21.4%)
4,497

(21.7%)
4,531

(22.3%)
4,622

(23.3%)
4,789

(24.2%)
4,938

(25.2%)
5,111

10,000

15,000

20,000

25,000

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

65歳以上人口 4,039 4,193 4,337 4,497 4,531 4,622 4,789 4,938 5,111

認定者数 556 561 610 648 671 698 723 746 772

＜町の推計人口の推移＞

＜要介護認定者数の推移＞

てんとうむし教室（代ヶ崎浜）てんとうむし教室（代ヶ崎浜）
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心
も
体
も
健
康
に
。
各
地
区
介
護
予
防
教
室

介護予防教室
参加者の声声

　日ごろの運動不足解消のた

めに参加しています。参加して

４年が経ちますが、まず体が軽

くなったと実感できます。また、

風邪は引かなくなりましたし、

家の中でつまづき、転んだりも

しなくなりました。

　月３回、近所の方とおしゃべ

りをすることも楽しみの一つ

です。

　体に不自由をきたしている

人も、健康維持のために、教室

に足を運び、ぜひ運動してくだ

さい。体にもとても良く、また、

頭の体操にもなりますよ。

　1人ではおっくうですが、み

んなで運動すると、とても楽し

いです。男性の方もぜひ足を運

んでください。

　教室に参加する以前は杖を

ついて歩いていましたが、今は

杖なしで公民館まで来れるよ

うになりました。こういう機会

があることはとても良い事だ

と思います。

　1人でやるよりみんなで楽し

く運動をして、参加者のお話も

聞けてとても良いです。少しで

も体の改善に努めたいです。

浜楽会（境山）

遠藤 正子 さん（78歳）

すこやか明神会（東宮浜）

鈴木 安治 さん（86歳）

すこやか明神会（東宮浜）

瀬戸 みつえ さん（78歳）

浜楽会（境山）浜楽会（境山）

舘岡 百合子 さん(汐)舘岡 百合子 さん(汐)

　
町
内
の
各
地
区
が
主
催
し
て
い
る

介
護
予
防
教
室
に
は
、
毎
回
多
く
の

参
加
者
が
地
区
の
公
民
分
館
に
集
い
、

楽
し
く
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
境
山
地
区
で
は
、｢

浜
楽
会
」
が

毎
月
３
回
、
地
区
の
公
民
分
館
で
行

わ
れ
て
お
り
、
40
代
か
ら
80
代
の
方

ま
で
、
元
気
良
く
介
護
予
防
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
介
護
予
防
教
室
は

原
則
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
て

い
ま
す
が
、
40
歳
以
上
の
方
も
「
サ

ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
、
多
く
の
方
が
参
加
す
る
こ

と
で
、
地
域
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り

に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
の
方
々
は
、｢

家
で
は
３

日
坊
主
で
終
わ
る
が
、
み
ん
な
と
一

緒
に
運
動
を
す
る
と
、
と
て
も
楽
し

く
、
毎
回
参
加
し
て
る
」
と
口
々
に

話
し
、
住

民
同
士
の

「
心
と
心
の

ふ
れ
あ
い
」

が
継
続
し
参
加
す
る

理
由
の
一
つ
の
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
各
地
区
の
介
護
予
防
教
室

に
は
、
町
が
依
頼
・
派
遣
し
て
い
る

講
師
が
出
向
き
、
そ
れ
ぞ
れ
レ
ク
ダ

ン
ス
や
ス
ト
レ
ッ
チ
、
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
な
ど
の
運
動
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。
講
師
の
１
人
、
舘
岡
百
合

子
さ
ん(
汐)

は
、｢

介
護
予
防
に
は

筋
力
が
一
番
大
事
。
筋
力
が
で
き
て
、

は
じ
め
て
遠
く
へ
散
歩
な
ど
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
ダ
ン
ス
だ

け
で
は
な
く
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

な
ど
も
行
う
の
で
、
男
性
の
方
も
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
」
と
１
人

で
も
多
く
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
舘
岡
さ
ん
は
、
参
加

者
の
変
化
を
次
の
よ
う
に
話
し
ま
す
。

｢

長
年
介
護
予
防
教
室
に
携
わ
っ
て

い
ま
す
が
、
回
数
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
、
表
情
が
徐
々
に

明
る
く
な
っ
て
い
く
の
が
わ
か
り
ま

す
。」と
、
介
護
予
防
教
室
が
、
体
だ
け

で
は
な
く
、
心
の
健
康
に
も
大
き
な

効
果
を
発
揮
し
て
い
る
と
語
り
ま
す
。

はまらんはまらん

は
ま
ら
ん
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　2005年の介護保険制度の改正により始ま

った「運動の機能向上サービス」。水際作

戦といわれる軽度の要介護認定者および虚

弱高齢者の状態を悪化させないために早期

に対処するサービスです。七ヶ浜町では「わ

くわく運動教室」として実施されてきました。

運動を嫌うのではなく、教室に来るのをわ

くわく待ってくれるような、楽しい運動教

室をスタッフとボランティア友の会の皆さ

んと作ってきました。

　教室が始まると、「１、２、３…」と健康を

祈念するかのように、参加者の皆さん、真

剣に声を合わせて運動を頑張ります。教室

開始当時は、痛くて上がらなかった腕が、

最後には上がるようになったり、伸ばせな

かった背筋もピンとしたり、足をあげられ

るようになったり、４ヶ月のトレーニングで、

歩行動作や姿勢の改善も見られました。　

　また、初回の体力測定時は、不安感も多

く戸惑いもあった参加者の方々が、回数を

重ねていくうちに仲間もでき、運動に対す

る信頼感も増し、自信を取り戻される姿を

目にしました。まさに運動によって若返り

は可能であると実感しています。

　今年度からは、介護予防運動教室の内容

を学び実践力をつける「介護予防運動指導

サポーター養

成講座」も始

まります。住

民も行政も連

携して介護予

防に取り組んで

いきましょう。

地区名 名　　称 と　　　き

湊浜 ひまわりの会 毎月第1・3水曜日

松ヶ浜 はまぎく会 毎月第1・3木曜日

菖蒲田浜
花菖蒲会

にっこり団らん室

毎月第2・4木曜日

毎月第3火曜日

花渕浜 はなぶしまじゃらん会 毎月第2・4月曜日

吉田浜 吉田浜さくらの会 毎月第1・3月曜日

代ヶ崎浜 いきいきサロン代ヶ崎 毎月第2・3水曜日

東宮浜 すこやか明神会 毎月第1水曜日

要害 さわやかにぎにぎクラブ 毎月第4金曜日

境山 浜楽会 毎月第1・3・4火曜日

遠山 かぶとむしの会 毎月第2金曜日

汐見台 悠遊倶楽部 毎月第1・3金曜日

亦楽 亦来る会 毎月第3木曜日

お気軽にご参加ください！各地区介護予防教室

　各地区の公民分館などを会場に、月1～3回の介護予防教室

を行っています。レクダンスや筋力トレーニングなど楽しく

取り組んでいます。

介護予防に関するお問い合わせは、健康増進課 高齢者福祉係まで　　357-7447

午
前
10
時
～
正
午
ま
で

すこやか明神会（東宮浜）すこやか明神会（東宮浜）

東北福祉大学 

特任講師

鈴木 玲子 先生

　本町の「わくわく運動

教室」をプロデュース。

また、介護予防教室の交

流会で講師を勤めるな

ど、本町の介護予防教室

の基盤を作る。専門分野

は健康福祉学。

◆特集　今取り組もう！「介護予防」

＜運動で若返りを図ろう＞
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一
方
、
東
宮
浜
地
区
で
行
わ
れ
て

い
る
「
す
こ
や
か
明
神
会
」
で
は
、

ひ
ざ
に
人
工
関
節
を
入
れ
て
い
る
方

や
、
心
臓
を
手
術
し
た
方
な
ど
、
体

に
何
ら
か
の
不
安
を
抱
え
て
い
る
方

も
参
加
し
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
運

動
す
る
際
、
自
分
の
ペ
ー
ス
に
合
わ

せ
、
疲
れ
た
ら
椅
子
に
座
っ
て
運
動

し
た
り
、
水
分
を
と
っ
た
リ
、
体
に

あ
ま
り
負
担
を
か
け
な
い
方
法
で
楽

し
く
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
、
本
当
に
楽
し
そ
う
で
す
。

　
１
人
で
や
る
の
は
不
安
で
す
が
、

仲
間
と
一
緒
に
運
動
す
れ
ば
、
楽
し

く
、
継
続
し
て
運
動
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
現
在
の
体
力
を
維
持
し
た

い
方
や
体
力
に
自
信
が
な
い
方
な
ど
、

ご
近
所
の
方
を
誘
い
、
ぜ
ひ
お
近
く

の
公
民
分
館
に
足
を
運
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
。



メ
キ
シ
コ
文
化
を
堪
能

国
際
村
で
交
流
イ
ベ
ン
ト

　
毎
年
異
文
化
の
魅
力
を
紹
介
す
る「
七

ヶ
浜
国
際
村
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

デ
イ
ズ
」
が
５
月
３
日
か
ら
５
日
に
か

け
て
七
ヶ
浜
国
際
村
で
行
わ
れ
、
６
千

人
を
超
え
る
来
館
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
国
は
「
メ
キ
シ
コ
」
。
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
も
あ
り
、

安
全
対
策
に
万
全
を
期
し
開
催
さ
れ

ま
し
た
●
会
場
で
は
、
民
族
衣
裳
の
記

念
撮
影
や
写
真
展
、
料
理
屋
台
や
民
芸

品
の
販
売
な
ど
が
催
さ
れ
、
来
館
者
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ホ
ー

ル
で
は
、
伝
統
舞
踊
と
本
場
メ
キ
シ
コ

の
音
楽
「
マ
リ
ア
ッ
チ
」
の
公
演
が
行

わ
れ
、
鮮
や
か
な
音
色
と
本
場
ダ
ン
サ

ー
の
舞
踊
で
会
場
を
大
い
に
沸
か
せ

ま
し
た
。
公
演
の
最
後
に
は
、
観
客
が

ス
テ
ー
ジ
に
飛
び
入
り
参
加
し
、
楽
し

げ
に
交
流
す
る
場
面
も
見
ら
れ
ま
し

た
●
仙
台
市
泉
区
に
住
む
男
性
は
「
Ｇ

Ｗ
は
毎
年
国
際
村
に
来
て
い
ま
す
。
今

年
も
料
理
を
食
べ
て
、音
楽
を
聴
い
て
、

ダ
ン
ス
を
見
て
、
本
当
に
外
国
へ
行
き

た
く
な
り
ま
す
。
」
と
話
し
、
メ
キ
シ
コ

文
化
を
満
喫
し
た
様
子
で
し
た
。

地
区
内
の
き
ず
な
を
深
め
る

湊
浜
子
ど
も
の
日
区
民
大
会

　
５
月
10
日
、
湊
浜
児
童
公
園
で
「
湊

浜
子
ど
も
の
日
区
民
大
会
」
が
開
催
さ

れ
、地
区
住
民
約
２
０
０
名
が
参
加
し
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
●
こ
れ
は
、
地
区

住
民
同
士
の
交
流
、
ふ
れ
あ
い
を
目
的

に
湊
浜
公
民
分
館
運
営
部
会
が
毎
年

開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
55
回

を
数
え
る
伝
統
の
大
会
で
す
●
大
会

で
は
、
参
加
者
全
員
が
名
前
入
り
の
は

ち
ま
き
を
巻
き
、
お
互
い
の
顔
と
名
前

が
わ
か
る
よ
う
な
工
夫
が
さ
れ
て
お
り
、

競
技
中
な
ど
、
参
加
者
の
名
前
を
呼
び

応
援
す
る
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
、
参
加
者
全
員
で
行

う
競
技
が
多
く
、
地
区
の
ま
と
ま
り
を

確
か
め
合
い
な
が
ら
、
競
技
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。
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ホール公演では、観客もステージへ飛び入り参加。本場のマリアッチの演奏をバックに,伝統舞踊を楽しみました。ホール公演では、観客もステージへ飛び入り参加。本場のマリアッチの演奏をバックに,伝統舞踊を楽しみました。



七
中
・
向
洋
中
定
期
戦

向
洋
中
が
２
年
ぶ
り
に
優
勝

　
５
月
８
日
、
七
ヶ
浜
中
学
校
な
ど
を

会
場
に
、
七
向
定
期
戦
が
行
わ
れ
、
日

ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
す
べ
く

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
●
結

果
は
、
６
勝
２
敗
で
向
洋
中
が
２
年
ぶ

り
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

七
ヶ
浜
柔
道
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
全
国
大
会
へ
出
場

　
３
月
22
日
、
宮
城
県
武
道
館
で
行
わ

れ
た
、
第
29
回
全
国
少
年
柔
道
大
会
宮

城
県
予
選
大
会
に
お
い
て
、
七
ヶ
浜
柔

道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
団
体
の
部
で

優
勝
し
、
全
国
大
会
の
切
符
を
手
に
し

ま
し
た
●
４
月
16
日
に
同
少
年
団
が

役
場
を
訪
れ
、
町
長
に
優
勝
の
報
告
を

行
い
ま
し
た
。
来
庁
し
た
の
は
、
写
真

右
か
ら
、
狩
野
一
星
君(

松
小
６
年)
、

赤
間
瑞
輝
君
（
松
小
６
年
）
、
桑
原
直
己

君
（
汐
見
小
６
年
）
、
鈴
木
純
輝
君
（
亦

小
５
年
）
、
佐
藤
陸
王
君
（
亦
小
５
年
）

の
５
名
。選
手
ら
は「
全
力
を
出
し
切
り
、

優
勝
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
」
と
力
強

く
答
え
て
い
ま
し
た
●
５
月
５
日
に

東
京
で
行
わ
れ
た
全
国
大
会
で
は
、
惜

し
く
も
２
回
戦
敗
退
。
し
か
し
、
持
て

る
力
を
十
分
発
揮
し
ま
し
た
。
今
後
の

活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

松
島
湾
を
美
し
く
！

地
域
住
民
が
清
掃
活
動

　
５
月
10
日
、
代
ヶ
崎
浜
・
東
宮
浜
・
要

害
地
区
の
各
港
湾
や
海
岸
周
辺
で
「
松

島
湾
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
清
掃
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
日
本
三
景
松
島
の

美
し
い
景
観
を
未
来
の
子
ど
も
た
ち

に
残
し
、
水
質
浄
化
と
環
境
美
化
意
識

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て

い
る
も
の
で
す
●
当
日
は
、
朝
早
く
か

ら
地
域
住
民
や
漁
協
、
ま
た
、
小
型
船

舶
安
全
協
会
な
ど
の
関
係
者
約
３
０

０
名
が
集
ま
り
、
湾
内
や
そ
の
周
辺
を

約
１
時
間
か
け
て
清
掃
活
動
を
行
い
、

約
２
０
０
袋
分
の
ゴ
ミ
が
集
め
ら
れ

ま
し
た
●
全
国
に
誇
る
日
本
三
景
の
海
、

そ
し
て
、
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
七
ヶ
浜

の
海
を
、
未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
受
け

継
い
で
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　町内の話題　ズームアップ

七ヶ浜中向洋中 種　目

野　球

サッカー

ソフトテニス（女子）

バドミントン（男子）

バドミントン（女子）

バスケットボール（男子）

バスケットボール（女子）

バレーボール（女子）

剣　道（男女混合）

優勝 向洋中学校　準優勝 七ヶ浜中学校

2

3

3

2

1 5

6

1

0

0

0

0

37

1

8

41

99 3

6勝 2勝
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代
ヶ
崎
浜
で
ふ
れ
あ
い
活
動

　
５
月
16
日
、
代
ヶ
崎
浜
西
児
童
公
園

に
お
い
て
、「
第
８
回
鯉
の
ぼ
り
・
ふ
れ

あ
い
活
動
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
願
い
、
地
区
の

親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
●
当

日
は
、
区
内
を
歩
き
な
が
ら
ク
イ
ズ
を

解
い
て
い
く
、
ミ
ニ
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

大
会
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
い
、

多
く
の
参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
ま

た
、
昼
食
時
に
は
お
に
ぎ
り
や
と
ん
汁

な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
、
和
や
か
に
親
睦

を
深
め
て
い
ま
し
た
。

【
代
ヶ
崎
浜
地
区
か
ら
の
お
願
い
】

　
現
在
使
用
し
て
い
る
鯉
の
ぼ
り
が
、

か
な
り
傷
ん
で
き
て
い
ま
す
。
寄
付
し

て
い
た
だ
け
る
方
が
お
り
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

連
絡
先
　
代
ヶ
崎
浜
区
長 

伊
藤
光
義

357
７
４
５
３
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ふれ愛
くらぶ

♪

♪

♪

♪♪

新・観光パンフレット新・観光パンフレット
第30回　

観光パンフレットで七ヶ浜を堪能

第30回　

観光パンフレットで七ヶ浜を堪能

今月のキーワード今月のキーワード

　杉崎 快斗(かいと)くん　3歳

　「これからも、元気にいっぱい遊

　んでネ☆」　ママより

　星 英里奈(えりな)ちゃん　2歳

　「優しく、元気な女の子に

　 なってね☆」　ママより

アラカルト

　夏が近づいてくると、ごま油とお酢の香りのする「冷やし中華」が食べたくなりま

すが、「冷やし中華」が仙台発祥のものだということをご存知でしたか？

今回は、その発祥秘話をお伝えします。

＜冷やし中華の誕生＞

　昭和12年、「仙台支那そば同業組合」の会合で、夏の売上低下

の解決法として「夏でも売れる冷たくておいしい中華」「七夕

の際に売れる商品」として開発され、ここに「冷やし中華」は誕

生しました。

　冷やし中華の当時の名前は「涼拌

麺(リャンバンメン)」。当時としては

ハイカラで、ラーメンが十銭だった

時代でも、涼拌麺は二十五銭で売れ

る大ヒットでした。ところが、昭和16

年、太平洋戦争がはじまり、戦中戦後

の混乱の中「涼拌麺」は姿を消してし

まいました。

＜冷やし中華の復活＞

　昭和24年、「涼拌麺」を開発した組合が協力しあって「冷や

し中華」の名前で大々的に宣伝した効果もあり、冷やし中華

は復活しました。錦糸たまご・細切りきゅうり・ハムと彩りを

考えた盛りつけをし、食べやすい細切

りの具が定番のスタイルになりました。

　やがて、仙台の「冷やし中華」は全国

へと広まり、涼しさを運ぶ、夏の定番

となったのです。

冷
や
し
中
華

夏
の
定
番
！

第
15
回

　町では、昨年度に引き続き、新たな観光パンフレット

を発行しました。パンフレットには、町内の観光名所や

釣り場情報、また、町内の飲食店や民宿などのクーポ

ン券がついているほか、今年度より設

置した「ミニ観光案内所」18箇所の情

報も掲載しています。

　パンフレットは、町内公共施設やＪＲ

仙台駅・仙石線多賀城・本塩釜駅の観光案

内所、そして町内のミニ観光案内所にも設

置しています。パンフレットを是非手に入

れ、七ヶ浜を思う存分満喫してみましょう！

お問い合わせは、産業課まで　　357-7443お問い合わせは、産業課まで　　357-7443



海岸通りからの折り返し便のルートは三中前を通過するルー

トに変更しました。

臨港道路を走行し、要害漁港へ走行する路線に変更しました。

　　
乗
降
調
査
の
結
果
、
バ
ス
を
利
用
す

る
方
が
朝
夕
の
通
勤
通
学
と
日
中
の
通

院
・
買
い
物
に
分
か
れ
、
年
齢
層
も
分

か
れ
る
こ
と
か
ら
、
運
行
ル
ー
ト
を
朝

(

午
前
６
時
30
分
～
午
前
９
時)

・
夕
方

(

午
後
４
時
～
午
後
８
時
10
分)

の
時
間

帯
と
日
中(

午
前
９
時
～
午
後
４
時)

の

時
間
帯
別
々
に
設
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
時
間
帯
に
よ
り
利
用
で

き
る
バ
ス
停
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
次
ペ
ー
ジ｢

七
ヶ
浜
町
民
バ
ス

路
線
図｣

(

以
下
路
線
図
）
を
参
照
の
上

ご
利
用
下
さ
い
。

<

路
線
図>

●
青
・
水
色
の
ル
ー
ト

　
朝(
午
前
６
時
30
分
～
午
前
９
時)

・

夕
方(
午
後
４
時
～
午
後
８
時
10
分)

の

時
間
帯
は
、
現
在
の
七
ヶ
浜
循
環
線
と

同
じ
路
線
で
、
割
山
、
菖
蒲
田
を
発
着

と
し
、
下
馬
、
海
岸
通
り
折
り
返
し
と

し
ま
す
。

●
ピ
ン
ク
・
赤
・
緑
・
黄
色
の
ル
ー
ト

　
日
中(

午
前
９
時
～
午
後
４
時)

の
時

間
帯
は
、
君
ヶ
岡
公
園
発
着
と
し
、
今

ま
で
バ
ス
運
行
を
し
て
い
な
か
っ
た
地

区
内
を
走
行
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
路
線
は
、
高
齢
者
の
方
の
通
院
を
考

慮
し
、
塩
釜
方
面
に
つ
い
て
は
塩
釜
市

立
病
院
前
を
通
過
し
、
す
べ
て
の
便
を

海
岸
通
り
ま
で
行
く
バ
ス
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
大
代
地
区
、
桜
木
地
区
を
走
行

す
る
新
た
な
多
賀
城
方
面
行
き
の
バ
ス

を
設
け
ま
し
た
。

●
赤
色
の
バ
ス
停

　
多
賀
城
方
面
行
き
に
つ
い
て
は
、
㈱

　
　
　

ミ
ヤ
コ
ー
バ
ス
が
汐
見
台
団
地
線
を

運
行
し
て
お
り
、
路
線
競
合
の
関
係
で
、

赤
色
バ
ス
停
の
利
用
に
は
注
意
が
必

要
で
す
。

　
ど
ち
ら
か
片
方
が
赤
色
バ
ス
停
の

乗
り
降
り
場
合
は
、
町
民
バ
ス
を
利

用
で
き
ま
す
が
、
乗
り
降
り
両
方
が

赤
色
バ
ス
停
の
場
合
は
、
町
民
バ
ス

を
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
際
に
は
、

汐
見
台
団
地
線
を
ご
利
用
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
乗
車
し
た
際
に

利
用
区
間
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
ご
協
力
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

運
行
ル
ー
ト 

日
中
は
地
区
内
を
バ
ス
が
運
行
し
ま
す
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第2回

運
行
ル
ー
ト
と
運
賃
が
決
ま
り
ま
し
た

運
行
ル
ー
ト
と
運
賃
が
決
ま
り
ま
し
た

七
ヶ
浜
町
民
バ
ス
の
運
行
が
決
定
し
ま
し
た

七
ヶ
浜
町
民
バ
ス
の
運
行
が
決
定
し
ま
し
た

七
ヶ
浜
町
民
バ
ス
の
運
行
が
決
定
し
ま
し
た

運行ルート 住民懇談会後の変更内容

花渕浜区内
観音堂を走行するルートは道幅も狭く、交差点を曲がる際交
通安全上容易でないと判断され、現在のバス運行道路と同じ
県道を走行する路線にしました。

菖蒲田浜区内 現在の七ヶ浜農協前バス停を利用できるルートに変更しました。

下馬周辺

要害地区内

塩釜市立病院周辺 塩釜市立病院前まで走行する運行ルートとしました。

海岸通り周辺
朝の時間帯のバスは、下馬折り返しとなっていましたが、海

岸通りに7時50分頃到着する便を設けました。



利用バス停
　　町外運賃　　
(貞山橋,大代橋バス停以降)

350円

300円

200円

150円

400円

200円

100円

250円

300円

＜七ヶ浜町民バス運賃表＞

※大代橋までの運賃は、多賀城方面運賃から150円引いた額になります。

割山/舘下/花渕/吉田浜/宮前/神明前/金山/大豆沢/君ヶ岡公園

仙台火力前/眼鏡橋/清水入口/西/清水/細田/亦楽小学校前/汐見保育所前/高山/

七ヶ浜国際村入口/長須賀/菖蒲田/土地改良区前/菖蒲田漁港前/七ヶ浜農協前/菖蒲田浜入口

浦田/東宮浜/東宮地区防災会館前/東宮浜公民分館前/吉子/要害公民分館前/小畑/御林入口/

要害/境山/郷倉前/松ヶ浜入口/松ヶ浜小学校入口/御殿崎/西沢田/湊浜入口/

砂山/湊浜一丁目/湊浜二丁目/林崎/向洋中学校入口/南遠山/遠山公民分館前

北遠山

君ヶ岡公園/大豆沢/宮前/神明前/金山/仙台火力前/西/清水/

清水入口/細田/亦楽小学校前/汐見保育所前/吉田浜/花渕/舘下/割山/高山/

七ヶ浜国際村入口/長須賀/菖蒲田/土地改良区前/菖蒲田漁港前

浦田/東宮地区防災会館前/東宮浜公民分館前/要害公民分館前/小畑/御林入口/

境山/七ヶ浜農協前/菖蒲田浜入口/松ヶ浜小学校入口/御殿崎/西沢田

遠山公民分館前/南遠山/向洋中学校入口/湊浜一丁目/湊浜二丁目/林崎

町内バス停間

町外バス停間

塩
釜
方
面
行
き

多
賀
城
方
面
行
き

バスに関するお問い合わせは、政策課まで　　357-7439

　
運
賃
は
、
一
日
を
通
し
て
下
図
の
と

お
り
と
な
り
ま
す
。
小
児
運
賃(

小
学
生

以
下)

は
下
記
運
賃
の
半
額
と
な
り
ま
す

(

10
円
単
位
端
数
切
り
上
げ)

。
１
歳
未

満
の
乳
児
は
無
料
、
６
歳
未
満
の
幼
児

同
伴
は
一
人
だ
け
無
料
と
な
り
ま
す
。

　
運
賃
の
支
払
い
方
法
に
つ
い
て
は
、

バ
ス
に
乗
車
し
た
際
に
お
支
払
い
い
た

だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

<

バ
ス
運
賃
割
引
制
度>

●
運
転
免
許
証
返
納
者
の

　
割
引
き
制
度
導
入

　
65
歳
以
上
で
運
転
免
許
証
の
返
納
者

に
は
、
運
転
経
歴
証
の
提
示
で
１
年
間

運
賃
を
半
額
と
し
ま
す
。
車
の
運
転
に

不
安
を
感
じ
、
運
転
免
許
証
を
返
納
し

た
時
は
、
運
転
経
歴
証
の
交
付
申
請
手

続
き
を
行
い
、
ぜ
ひ
町
民
バ
ス
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
手
続
き
は
、
県
内
運
転
免
許
セ
ン
タ

ー
、
各
警
察
署
等
で
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

●
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

　
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を

　
受
け
て
い
る
方
は
運
賃
が
半
額

　
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
は
、
手
帳
の
提
示
で
運
賃

が
半
額
と
な
り
ま
す
。

　
現
在
の
七
ヶ
浜
循
環
線
、
多
賀
城
東

部
線
で
も
運
賃
割
引
き
の
対
象
と
な
り

ま
す
の
で
、
バ
ス
乗
車
の
際
は
、
手
帳

を
提
示
し
割
引
き
制
度
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

●
バ
ス
に
乗
っ
た
ら
座
席
に
座
ろ
う

　
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
は
、
乗
客
が
座
っ
た

状
態
で
走
行
す
る
た
め
、
バ
ス
に
乗
車

し
た
場
合
は
、
補
助
イ
ス
も
利
用
し
、

必
ず
座
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
地
区
内
の
運
行
路
線
付
近
は

　
駐
車
禁
止
の
ご
協
力
を

　
日
中
の
時
間
帯
は
地
区
内
を
走
行
す

る
た
め
、
運
行
路
線
付
近
の
皆
様
に
は
、

ス
ム
ー
ズ
な
町
民
バ
ス
の
運
行
の
た
め

路
上
駐
車
を
し
な
い
よ
う
ご
協
力
願
い

ま
す
。

運
賃 

町
内
間
は
１
０
０
円

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
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　8月1日運行開始の

町民バスの運行事業

者に㈱ジャパン交通

を選定しました。現在、

町民バス運行業務の

協定を締結し(写真)、

バスの安全な運行に

向けて準備を進めて

います。

町民バス運行事業者が決まりました



湊浜入口

西沢田

松ヶ浜入口
郷倉前

御殿崎

松ヶ浜小学校入口

菖蒲田浜入口

七ヶ浜農協前

菖蒲田漁港前

土地改良区前

長須賀

七ヶ浜国際村入口

高山

割山

舘下

花渕

吉田浜

宮前

大豆沢

神明前

金山

仙台火力前

西

清水

清水入口

細田

汐見保育所前

浦田

東宮浜

東宮地区防災会館前

東宮浜公民分館前

吉子

要害

小畑

要害公民分館前

御林入口

眼鏡橋

君ヶ岡公園

林崎

湊浜2丁目

湊浜1丁目

菖蒲田

亦楽小学校前

[朝・夕方便] 割山-下馬-海岸通り

[朝・夕方便] 菖蒲田-下馬-海岸通り

[日中便] 君ヶ岡公園-仙台火力前-下馬-海岸通り

[日中便] 君ヶ岡公園-菖蒲田-下馬-海岸通り

[日中便] 君ヶ岡公園-仙台火力前-大代橋-多賀城駅

[日中便] 君ヶ岡公園-菖蒲田-大代橋-多賀城駅

汐見台団地線と競合している路線のバス停
(この色同士のバス停の乗り降りは出来ません)

凡　例凡　例

毘沙門堂

サッカースタジアム

図書センター
アクアリーナ　

生涯学習センター
野外活動センター

七ヶ浜
国際村

七ヶ浜町役場

花渕灯台

鼻節神社

薬師堂

菖蒲田浜
海水浴場

表浜
海水浴場

諏訪神社

阿川沼

御殿崎湊浜緑地海岸

小豆浜

君ヶ岡
公園

波多崎

汐見小学校

松ヶ浜小学校

亦楽小学校

七ヶ浜中学校

多聞山

笠岩堂

地蔵島

馬放島

七ヶ浜町

※平成21年6月1日現在の路線図です。

　内容については変更になる場合があります。　　



多賀城駅

下馬駅

塩釜駅

西塩釜駅

本塩釜駅

東塩釜駅

多賀城腎クリニック前

仙塩総合病院前

砂山

湊浜入口

御林入口

境山

北遠山

遠山公民分館前

南遠山

向洋中学校入口

貞山橋
多賀城高校前

三中前

下馬

坂病院入口

塩釜市立病院入口

本町

塩釜市役所入口

第3小学校前

塩釜神社入口

商工会議所前

尾島町

海岸通り

多賀城駅
大代橋

湊浜2丁目

貞山橋

中峯橋

深川沼
（弁天沼）

大木囲貝塚
歴史資料館

湊浜緑地海岸

向洋中学校

汐見小学校

大代橋

七ヶ浜町民バス路線図

塩竈市

多賀城市

仙台市
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6/7(日)～13(土)
危険物安全週間が展開されます

家具転倒防止器具の
取付を補助します

　危険物安全週間が６月７日から13日まで全国一斉に展開されます。

近年、増加が著しいセルフスタンドにおいて、静電気による火災、ガ

ソリンや軽油の吹きこぼれ等の事故が発生しています。

　セルフスタンドにおいて給油する際は、確実に静電気を除去する

こと、注意力が散漫にならないことが大切です。充分に注意し、安全

に給油を行いましょう。

　地震による家具転倒防止器具取付総額の３分の２を補助（1,000円

未満切捨て）し、地震災害の被害防止を図ります。

●対　象　

　　次のいずれかに該当する世帯（一人暮らし世帯を含む）

　　①65歳以上の方のみの世帯

　　②身体障害者手帳等の等級１・２の方のみの世帯

　　③要介護認定4以上の方のみの世帯

●取付ける器具・個数

　　器具の選定、取付は町職工組合が行い、１つの家具に1組とし、

　　３組までの取付となります。

●自己負担額

　　取付た器具の総額の３分の１

　　（取付る器具の数によって異なります）

●その他

　　申請書は、防災対策室にあります。申請後に町職工組合が取付

　可能か調査に伺います。本事業による器具の取付は、１回限りです。

　自己負担額については、後日お知らせいたします。

　平成21年度危険物安全週間推進標語

「安全は　意識と知識と　心掛け」

＊お問い合わせは、防災対策室まで　　357-7437

＊お問い合わせは、塩釜地区消防事務組合消防本部予防課　　361-1617

                                または、七ヶ浜消防署　　357-4349　

木造住宅耐震診断
　町では、平成21年度の木造住宅耐

震診断助成事業を実施します。

　近い将来、大規模な地震の発生も

予想されております。住宅の倒壊を

防ぐために、耐震診断を受けてみま

せんか?

●募集件数　5件
●申込書の配布
　　7月1日（水）から防災対策室に

　おいて配布します。（土・日・祝日除く）

●申込受付
　　7月13日（月）から24日（金）

　　（土・日・祝日除く）

●申込条件
　　下記の事項すべてに適合する木

　造の一戸建て住宅（離れ、集合住宅、

　納屋、倉庫等は対象外）

　　①昭和56年5月31日以前に着

　　　工されていること

　　②在来軸組構法または枠組壁構

　　　法で建てられたこと

　　③過去に本町の耐震診断事業に

　　　よる耐震診断を受けていない

　　　こと

●補助金額　一律136,000円
●自己負担金
　・床面積200㎡以下　　8,000円

　・床面積200㎡超～270㎡以下

　　　　　　　　　　　18,000円

　・床面積270㎡超～340㎡以下

　　　　　　　　　　　28,000円

●必要書類
　　建築確認書の写し、または家屋

　評価証明書（税務課窓口で発行）

＊お問い合わせは、防災対策室まで

357-7437



役場代表番号

 議会事務局

 総　務　課

 防災対策室

 財　政　課

 政　策　課

　教育総務課

　建設課（管理係）

　　　　（施設係）

　産業課（水産商工係）

　　　　（農政係）

公共機関等電話番号

357-2111
357-7435
357-7436�
357-7437�
357-7438�
357-7439�
357-7440�
357-7441�
357-7442
357-7443
357-7444

　町民課（戸籍住民係）
　　　　（国保年金係）
　地域包括支援センター
　健康増進課（高齢者福祉係）
　　　　　　（保健指導係）
　地域福祉課
　会　計　課
　税務課（固定資産税係）
　　　　（住民税係）
　町税等徴収特別対策室
　環境生活課

357-7445
357-7446
�

357-7448�
357-7449�
357-7450�
357-7451�
357-7452
357-7453
357-7454

　子育て支援センター
　水道事業所（上水道係）
　　　　　　（下水道係）
　　　　　　（施設係）
中央公民館
老人福祉センター「浜風」
勤労青少年ホーム
働く婦人の家
歴史資料館
七ヶ浜国際村
アクアリーナ

357-7455
357-7456�
357-7457
357-7458�
357-3302�
357-4976�

�
365-5567
357-5931
357-7890

357-7920
357-3303
357-5031
357-3866
357-2607
366-0444
362-7731
366-6141

357-6039�

357-7447357-7447

357-4977357-4977

357-4796357-4796

アクアゆめクラブ
元気茶屋(ミニデイ)
町民プール�
図書センター
給食センター
遠山保育所
汐見保育所
まつぼっくり広場
あ さ ひ 園
社会福祉協議会
シルバー人材センター

　
６
月
の
納
税

　
今
月
は
、町
県
民
税（
普
通
徴
収
）１
期
で
、

納
期
限
は
６
月
30
日
（
火
）
で
す
。
期
限
ま
で

納
付
さ
れ
な
い
場
合
、
督
促
手
数
料
お
よ
び

延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
税
等
徴
収
特
別
対

　
策
室
ま
で

　
町
県
民
税（
普
通
徴
収
）の

　
納
税
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す

　
６
月
は
、
町
県
民
税
（
普
通
徴
収
）
の
納
税

通
知
書
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。
納
期
限
を
厳
守

の
上
、
納
付
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
税
等
徴
収
特
別
対

　
策
室
ま
で

　
個
人
住
民
税（
特
別
徴
収
・
普
通
徴
収
）

　
の
徴
収
方
法（
平
成
21
年
６
月
現
在
）

　
「
住
民
税
」
と
は
、
町
民
税
と
県
民
税
を
合

わ
せ
た
こ
と
を
い
い
、
個
々
人
の
前
年
の
所

得
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
負
担
し
て
も
ら
う

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
納
付
方
法
に
は
、
特
別
徴
収
と
普
通
徴
収

の
二
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

■
特
別
徴
収

　
事
業
所
等
に
勤
務
し
て
い
る
方（
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
）
は
、
年
税
額
を
分
割
（
６
月
か
ら
翌
年

の
５
月
ま
で
）
し
、
事
業
主
が
毎
月
の
給
与

か
ら
天
引
き
し
、町
へ
納
付
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

■
普
通
徴
収

　
事
業
を
行
っ
て
い
る
方
や
事
業
主
か
ら

給
与
天
引
き
さ
れ
な
い
方
な
ど
は
、
年
税
額

を
４
期
（
６
月
・
８
月
・
10
月
・
１
月
）
に
分
け

て
納
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課
　
住
民
税
係

　
ま
で

　
夜
間
の
町
税
等
納
税
相
談
窓
口

　
金
融
機
関
の
窓
口
を
ご
利
用
で
き
な
い

方
や
、
納
税
相
談
を
希
望
す
る
方
の
た
め
、

今
月
は
第
４
木
曜
日
に
窓
口
を
午
後
８
時

ま
で
延
長
い
た
し
ま
す
。
水
道
使
用
料
・
下

水
道
使
用
料
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

　
今
月
は
６
月
25
日
（
木
）
が
窓
口
開
設
日

に
な
り
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
税
等
徴
収
特
別
対

　
策
室
ま
で
　

　

　
後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

　
薬
品
）を
ご
存
知
で
す
か
？
　

　
後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
）

と
は
、
先
発
医
薬
品(

新
薬)

の
特
許
が
切
れ

た
後
に
販
売
さ
れ
る
、
先
発
医
薬
品
と
同
じ

有
効
成
分
、
同
じ
効
能
・
効
果
を
も
つ
医
薬

品
の
こ
と
で
す
。

【
ポ
イ
ン
ト
１
】

　
先
発
医
薬
品
よ
り
安
価
で
、経
済
的
で
す
。

　
■
患
者
さ
ん
の
自
己
負
担
の
軽
減
、
医
療

　
　
保
険
財
政
の
改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
※
価
格
は
品
目
ご
と
に
様
々
で
す
が
、
先

　
　
発
医
薬
品
の
半
額
以
下
の
薬
も
あ
り

　
　
ま
す
。

【
ポ
イ
ン
ト
２
】

　
効
き
目
や
安
全
性
は
、
先
発
医
薬
品
と
同

等
で
す
。

　
■
国
で
は
、
後
発
医
薬
品
が
先
発
医
薬
品

　
　
と
同
レ
ベ
ル
の
品
質
・
有
効
性
・
安
全

　
　
性
を
有
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
欧

　
　
米
と
同
様
の
基
準
で
審
査
を
行
っ
て

　
　
い
ま
す
。

　
※
薬
の
形
、
色
や
味
は
、
先
発
医
薬
品
と

　
　
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
ポ
イ
ン
ト
３
】

　
欧
米
で
は
、幅
広
く
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
■
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
な
ど

　
　
で
は
、
使
用
さ
れ
て
い
る
医
療
用
医
薬

　
　
品
の
約
半
分
が
後
発
医
薬
品
で
す
。

　
■
日
本
の
後
発
医
薬
品
の
シ
ェ
ア
は
、
２

　
　
割
に
満
た
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
後
発
医
薬
品(

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品)

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
医
師
・
薬
剤
師
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
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納税者からの

申告書

納付書や口座振

替で納めていた

だきます。

年金保険者(社

会保険庁、共済組

合など）からの

支払報告書

税
額
の
計
算

徴
収
方
法
の
決
定

< 3月まで > <5～6月まで>

<10月まで>

当年度の年金支給

額の情報など

税額決定通知書

(納税通知書)の送付

特別徴収

普通徴収

年金からの
特別徴収の
実施
支給月

(偶数月)ごと

■年金からの特別徴収のしくみ

 現在、個人住民税（県民税＋町民税）のうち、給与所得に対する税額については給与から特別徴

収（天引き）する方法が行われていますが、同様に、公的年金等の所得に対する税額についても

公的年金から特別徴収（天引き）する制度が平成21年10月から始まります。　

 対象となる方においては、これまで納付書等で納めていただいた住民税が、年金から特別徴収

されることにより、納付の手間が省けます。（年金所得以外の所得がある場合は、残りの税額を

納付書等で納めていただく場合があります。）　

  みなさんのご理解とご協力をお願いいたします。

今回の変更は、納付方法の変更だけで、納めていただく住民税の額に変更はありません。

●特別徴収の対象となる方

　65歳以上の納税者で、前年中に公的年金等の所得があり、当年度に年金（老齢基礎年金など）の給付（年

額18万円以上）を受ける方

※年金からは住民税のほか、所得税、介護保険料、国民健康保険税､後期高齢者医療保険料が徴収され

ていますので、これらの税金・保険料を差し引いた上で、残りの年金額から該当する住民税を徴収

できる場合に限ります。

　　→特別徴収の対象とならない場合は、普通徴収（納付書や口座振替での納付）となります。

　＜公的年金等の所得」は実際に受け取る年金額（年金収入）とは異なります＞

　　年金収入120万円以下の場合は「公的年金等の所得」は0円と計算されます。また、税額計算の際、基礎控

　除（33万円）や扶養控除等が適用されますので、これを超える年金収入でも課税されない場合があります。

●年金から特別徴収される個人住民税は

　公的年金等の所得に対する所得割額と均等割額

　　所得割額とは・・・所得の額に応じて負担いただく税額です。（税率：県民税4％、市町村民税6％）

　　均等割額とは・・・納税者全員同額を負担いただく税額です。（年額：県民税1,000円、市町村民税3,000円）

　※給与からの特別徴収も該当する方は、均等割額は給与から徴収します。

　　→他の所得（事業所得、農業所得、不動産所得など）に対する所得割額は，普通徴収となります。

　※他の所得は、給与所得に対する所得割額を給与からの特別徴収で納付している方は、給与からあわ

　　せて納付することもできます。

平成21年10月から「個人住民税の公的年金から
の特別徴収」がはじまります

広報しちがはま　21.6.1● 16



暮らしアラカルト

●特別徴収の方法

　・ 年金保険者は、２ヵ月に１回（偶数月15日）の年金支給の際、支給額から対象となる税額を差し引きます。

　・ その税額は、年金保険者から町に直接納められます。

　厚生年金、共済年金などのすべての公的年金等に係る所得に対する住民税額が特別徴収の対象となり

ますが、特別徴収（天引き）は老齢基礎年金等（老齢又は退職を支給事由とするもの。複数ある場合は１つ

の年金を指定します。）から行われます。

●注意点

　給与からの特別徴収分に、公的年金等の所得にかかる税額を含めることができなくなります。

　給与からの特別徴収を行っている場合、これまでは納税者からの申出により給与所得だけでなくその

他の所得に対する住民税額をあわせて徴収することができましたが、平成21年度以降の住民税について

は、公的年金等の所得に対する所得割額の部分は、給与からの特別徴収に含めることができなくなりま

す。

　公的年金からの特別徴収の対象となる方には、今月中旬に送付する「町民税・県民税納税通知書」で、年

金支給時ごとの徴収税額についてお知らせします。（通知書には翌年9月までの徴収予定内容について記

載しています。）

※個人住民税年金特別徴収の対象とならない場合でも、同じ時期に納税通知書をお送りします。

●特別徴収の時期と徴収税額

◇新たに特別徴収の対象となる年度の場合（平成21年度も含む。）

上半期(4～9月)普通徴収による納付

〔年税額の2分の1〕

下半期(10～3月)特別徴収による納付

〔年税額の2分の1〕

納期① 6月 納期② 8月 10月支給分 12月支給分 2月支給分

年税額の1/4 年税額1/4 年税額1/6 年税額1/6 年税額1/6

◇前年度に引き続き特別徴収の対象となる年度の場合

※一般的な普通徴収の納期の場合

上半期(4～9月)特別徴収による納付【仮徴収】

〔前年度下半期の徴収額〕

下半期(10～3月)特別徴収による納付【本徴収】

〔年税額-4・6・8月の仮徴収額〕

4月支給分 6月支給分 8月支給分 10月支給分 12月支給分 2月支給分

前年度下半期
徴収額の1/3

前年度下半期
徴収額の1/3

前年度下半期
徴収額の1/3

（年税額-4･6･8月
仮徴収額)の1/3

（年税額-4･6･8月
仮徴収額)の1/3

（年税額-4･6･8月
仮徴収額)の1/3

お問い合わせは､税務課 住民税係まで　　357-7452

給与からの特別徴収 給与所得に対する税額 給与からの特別徴収

年金からの特別徴収
または普通徴収

普通徴収または
給与からの特別徴収

公的年金等の所得に
対する税額

その他の所得（事業所得，不
動産所得など）に係る税額

普通徴収
または

給与からの特別徴収

＜これまで＞ ＜平成21年度以降＞
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年
金
手
帳
は
大
切
に

　
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
に
加
入
す
る
と

年
金
手
帳
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
年
金
手
帳
に

記
載
さ
れ
て
い
る
「
基
礎
年
金
番
号
」
は
、
個

人
情
報
で
あ
る
年
金
の
加
入
記
録
な
ど
を

管
理
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
生
涯
変
わ
ら
ず

使
用
さ
れ
る
番
号
で
す
。

　
就
職
、
結
婚
、
退
職
と
い
っ
た
人
生
の
節

目
で
の
年
金
の
届
出
や
、
年
金
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
、
老
後
に
年
金
を
請
求
す
る
際

な
ど
に
「
年
金
手
帳
」
は
必
要
に
な
り
ま
す
。

就
職
し
て
「
会
社
に
年
金
手
帳
の
提
出
を
求

め
ら
れ
た
が
見
つ
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
こ

と
の
な
い
よ
う
に
、
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト

と
同
様
に
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
仙
台
東
社
会
保
険
　

　
事
務
所
ま
で

　
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
を
悪
用
し
た

　
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
の
回
答
手
続
き
に
、

手
数
料
を
い
た
だ
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
の
回
答
が
な
い

こ
と
に
よ
り
、
現
在
、
受
給
し
て
い
る
年
金

が
停
止
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
最
近
、
偽
の
ね
ん
き
ん
特
別
便
が
届
き
、

基
礎
年
金
番
号
や
銀
行
の
口
座
番
号
な
ど

を
記
入
さ
せ
て
、

｢

回
答
を
し
な
け
れ
ば
受
給

し
て
い
る
年
金
が
停
止
に
な
る｣

と
し
て
手

数
料
を
騙
し
取
ら
れ
る
と
い
っ
た
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
不
審
な
手
紙
・
電
話
・
訪

問
者
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
近
く
の
社
会

保
険
事
務
所
等
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
仙
台
東
社
会
保
険
　

　
事
務
所
ま
で

　
国
民
年
金
保
険
料
納
付
の

　
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、

将
来
受
け
取
る
老
齢
年
金
の
額
が
減
額
さ

れ
た
り
、
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
も
し
も
の
と
き
の

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。　

　
被
保
険
者
の
皆
さ
ま
の
年
金
を
受
け
る

権
利
を
確
保
す
る
た
め
、
宮
城
社
会
保
険
事

務
局
・
社
会
保
険
事
務
所
で
は
納
付
期
限
が

過
ぎ
て
も
保
険
料
の
納
付
が
確
認
で
き
な

い
場
合
に
、「
お
電
話
」
や
「
ご
自
宅
へ
の
訪

問
」
に
よ
る
納
付
の
ご
案
内
を
民
間
業
者
に

委
託
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。　

　
ご
案
内
は
休
日
や
夜
間
に
も
行
っ
て
お

り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
※
委
託
業
者
に
提
供
し
て
い
る
個
人
情

　
　
報
は
、
納
付
の
案
内
を
行
う
上
で
必
要

　
　
と
な
る
国
民
年
金
保
険
料
の
未
納
者

　
　
情
報
に
限
定
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

　
　
目
的
外
使
用
や
閲
覧
、
漏
え
い
、
複
写

　
　
複
製
等
を
禁
じ
る
な
ど
厳
格
な
安
全

　
　
管
理
措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
仙
台
東
社
会
保
険
　

　
事
務
所
ま
で

　「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」に
関
す
る

　
Ｑ
＆
Ａ

　
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
年

金
加
入
記
録
を
ご
確
認
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

年
金
制
度
に
対
す
る
ご
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
送
り
す
る

も
の
で
、
国
民
年
金
及
び
厚
生
年
金
保
険
の

被
保
険
者
の
方
に
、
毎
年
お
誕
生
月
に
お
送

り
い
た
し
ま
す
。

　
50
歳
以
上
の
方
に
お
送
り
す
る
「
ね
ん
き

ん
定
期
便
」
に
は
、
現

在
の
年
金
へ
の
加
入

の
状
態
が
60
歳
ま
で

継
続
し
た
も
の
と
し

て
算
出
し
た
老
齢
年

金
の
見
込
額
を
記
載

し
て
い
ま
す
。
50
歳

未
満
の
方
に
は
、
こ

れ
ま
で
の
加
入
実
績
に
応
じ
た
老
齢
年
金

の
額
を
記
載
し
、
見
込
額
に
つ
い
て
ご
自
分

で
試
算
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
計
算
式

を
記
載
し
た
用
紙
を
同
封
し
て
い
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
が
間
違
っ
て
届
け

ら
れ
た
場
合
は
、
お
手
数
を
お
か
け
い
た
し

ま
す
が
「
誤
配
」「
転
居
し
た
」
な
ど
と
封
筒

に
記
載
い
た
だ
き
、
開
封
せ
ず
に
そ
の
ま
ま

ポ
ス
ト
に
投
函
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
開
封
し
て
し
ま
っ
た
と
き
に
は
、

恐
れ
入
り
ま
す
が
、
封
筒
の
下
に
記
載
し
て

お
り
ま
す
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
」
あ
て
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
返
送
用
の

封
筒
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
仙
台
東
社
会
保
険
　

　
事
務
所
ま
で

■
行
政
相
談

　
行
政(

国･

県･

町)

に
関
す
る
相
談

　
●
相
談
委
員

　
　
星
　
　
初
枝（
菖
）

■
人
権
相
談

　
人
権
問
題
に
関
す
る
相
談

　
●
相
談
委
員

　
　 

星
　
德
光（
菖
）

　
　
伊
藤 

せ
い
子（
代
）

　
　
村
上 

妙
子（
境
）

    

髙
原 

重
輝（
汐
）

　
　
引
地 

淑
子（
花
）�

■
生
活
相
談

　
生
活
上
の
心
配
事
に
関
す
る
相
談

　
●
相
談
委
員
　
各
地
区
の
民
生
委
員

※
行
政･

人
権･

生
活
相
談
は
次
の
と
お
り

　
と
　
き
　
６
月
９
日（
火
）、７
月
14
日（
火
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

  

と
こ
ろ
　
水
道
庁
舎
２
階

■
無
料
法
律
相
談(

弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す)

　
と
　
き
　
７
月
14
日（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分（
一
人
30
分
）

  

と
こ
ろ
　
水
道
庁
舎
２
階

　
※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す(

先
着
順)

。

　
　
ご
予
約
は
総
務
課
ま
で

■
消
費
生
活
相
談

　
消
費
生
活
や
多
重
債
務
に
関
す
る
相
談

　
●
相
談
委
員
　
村
上 

妙
子（
境
）

　
と
　
き
　
６
月
１
日
、４
日
、８
日
、11
日
、15
日
、

　
　
　
　
　
　
18
日
、22
日
、25
日
、29
日
、７
月
２
日

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
と
こ
ろ
　
役
場
相
談
室

　
お
問
い
合
わ
せ
は
産
業
課
ま
で

■
身
体
障
害
者
相
談

　
障
害
の
悩
み
や
社
会
保
障
制
度
の
相
談

　
●
相
談
委
員

　
　
伊
藤
榮
勢
男（
代
）

　
　
川
村
　
矩
子（
遠
）

　
　
星
　
　
好
男（
東
）

■
知
的
障
害
者
相
談

　
知
的
障
害
者
の
生
活
等
に
関
す
る
相
談

　
●
知
的
障
害
者
相
談
員

　
　
　
木
　
正
俊（
松
）

暮
ら
し
の
相
談
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す

357
２
４
２
６

357
２
４
７
８

357
２
８
１
４

366
２
８
６
７

357
４
０
５
５

357
２
８
０
１

357
２
５
４
６

363
２
２
２
４

362
１
３
９
４

357
２
３
１
４

357
７
４
３
６

357
７
４
４
３

<

仙
台
東
社
会
保
険
事
務
所>

七
ヶ
浜
町
・

仙
台
市
宮
城
野
区
・
塩
釜
市
・

多
賀
城
市
・
松
島
町
・
利
府
町

日
立
キ
ャ
ピ
タ
ル

　
　
　
債
権
回
収
株
式
会
社

<社会保険事務所の

管轄区域と委託業者名>

257
６
１
１
５

257
６
１
１
６

257
６
１
１
６

257
６
１
１
６
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え

せ

お

の
り

こ

た
も

き



暮らしアラカルト

　
児
童
手
当
等
の
現
況
届
提
出
を

　
忘
れ
ず
に
！

　
現
在
、児
童
手
当
等
を
受
給
中
の
方
に
は
、

６
月
中
旬
に
現
況
届
を
送
付
い
た
し
ま
す

の
で
、
６
月
中
に
忘
れ
ず
に
必
ず
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
提
出
が
無
い
場
合
、
６
月
以
降

の
手
当
が
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
提
出
の
際
は
、
印
か
ん
お
よ
び
町
の
国
民

健
康
保
険
以
外
の
保
険
加
入
の
場
合
は
、
受

給
者
（
保
護
者
）
の
方
の
健
康
保
険
証
の
写

し
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
21
年
１
月
１
日
時
点
の
住
所

が
他
市
町
村
の
方
は
、
そ
の
居
住
し
て
い
た

市
区
町
村
か
ら
の
所
得
証
明
書
も
必
要
と

な
り
ま
す
。

　
な
お
、
町
よ
り
現
況
届
が
送
付
さ
れ
る
前

で
あ
っ
て
も
、
６
月
初
め
か
ら
手
続
き
は
可

能
で
す
の
で
、
必
要
な
も
の
を
持
参
し
、
来

庁
の
う
え
手
続
き
し
て
い
た
だ
い
て
も
か

ま
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
提
出
を
い
た
だ
い

て
も
所
得
額
に
よ
り
受
給
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。（
所
得
制
限
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
地
域
福
祉
課
　
社
会

　
福
祉
係
ま
で

　
電
波
利
用
環
境
保
護
周
知

　
啓
発
強
化
月
間

　
６
月
１
日
～
10
日
ま
で
は
「
電
波
利
用
環

境
保
護
周
知
啓
発
強
化
月
間
」
で
す
。
ク
リ

ー
ン
な
電
波
環
境
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
社
会
を
支
え

ま
す
。
電
波
は
み
ん
な
の
も
の
で
す
。
ル
ー

ル
を
守
っ
て
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。
電
波

の
混
信
・
妨
害
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
総
務
省
東
北
総
合
通
信
局
相
談
窓
口
　

　
０
２
２
―
２
２
１
―
０
６
４
１
ま
で

　
七
ヶ
浜
町
次
世
代
育
成
支
援
に
関
す

　
る
ニ
ー
ズ
調
査
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）
実
施

　
町
で
は
、
子
育
て
支
援
の
た
め
の
七
ヶ
浜

町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画（
後
期
計
画
）

の
策
定
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て

は
、
対
象
者
の
皆
さ
ま
に
対
し
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
●
調
査
対
象
者
　
就
学
前
の
お
子
さ
ん

　
　
が
い
る
全
世
帯
お
よ
び
小
学
生
の
お

　
　
子
さ
ん
が
い
る
全
世
帯

　
●
実
施
期
間
　

　
　
６
月
８
日(

月)

～
20
日(

土)

　
●
実
施
方
法
　

・
就
学
前
児
童
の
世
帯
に
つ
い
て
は

郵
送
に
て
配
布
お
よ
び
回
収

・
就
学
児
童
の
世
帯
に
つ
い
て
、
各
小

学
校
よ
り
配
布
お
よ
び
回
収

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

　
ー
ま
で

　
宮
城
県
沖
地
震
に
備
え
る

　
防
災
公
演
会

　
普
段
か
ら
の
備
え
が「
そ
の
時
」あ
な
た
の

家
族
を
、
会
社
を
守
り
ま
す
。
家
庭
で
、
職
場

で
、そ
し
て
地
域
で
、一
人
ひ
と
り
に
出
来
る

こ
と
を
実
践
し
防
災
力
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
●
テ
ー
マ
　
宮
城
県
沖
地
震
に
備
え
て

　
●
と
　
き
　
６
月
17
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
午
後
７
～
午
後
９
時
　

　
●
と
こ
ろ
　
塩
釜
市
公
民
館
大
会
議
室

　
●
費
　
用
　
無
料

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
団
法
人
塩
釜
青
年

　
会
議
所
ま
で

357
７
４
４
９

357
７
４
５
５

366
５
８
９
３
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◆　親子遊び　◆
　今回は『ミニ七夕飾り作り』のテー
マで考えています｡ママ、パパ、おば
あちゃん、おじいちゃん、みんな一緒
に楽しみましょう。準備は何も必要
ありません。
　●と　き　6月30日(火）午前9時45分～
　●ところ　子育て支援センター
　●申　込　6月26日（金）まで

◆ベビールーム「めんこ・めんこ」◆
　2か月から6か月の赤ちゃんと保護
者の方を対象に、ベビーマッサージや
フリートークで楽しく過ごします。　
　●と　き　6月23日(火）午前10時～
　●ところ　子育て支援センター
　●持ち物　食事用のスタイ、おしぼり、
　　　　　　ミルク(母乳）、母子手帳
　●申　込　6月19日（金）まで

◆まつぼっくりdayに参加しませんか◆
　一時保育利用を考えている方を
対象に、まつぼっくり広場を開放し
ます。親子で一緒に遊びましょう。
　●と　き　6/2（火）、16（火）
　　　　　　午前10時～11時
　●ところ　まつぼっくり広場
　●人　数　1日5組（要予約）

◆みんなで遊べる「すまいる広場」◆
（子育て支援センター自由開放日）
　子育て支援センターを開放します。
お子さんと一緒に、自由に遊べる室
内広場です。また、保育士・保健師が
子育ての相談に応じています。
【６月～７月上旬の開放日】
●６月
　１日（月）、２日（火）、３日（水）、５日（金）、
　８日（月）、９日（火）、11日（木）、12日（金）、
　15日（月）、16日（火）、19日（金）、22日（月）、
　24日（水）、25日（木）、26日（金）、29日（月）
●７月（上旬分）
　１日（水）、２日（木）、３日（金）、６日（月）、
　７日（火）、９日（木）、10日（金）
　※いずれも午前9時～午後3時

◆親子すまいるフェスタ◆
　お子さんと共に、家族みんなが楽
しめる内容で開催します。
　●と　き　6月21日(日）
　　　　　　午前10時～午後3時
　●ところ　七ヶ浜国際村
　●内　容　子育て支援コーナー
　　　　　　食育コーナー
　　　　　　軽食出店コーナー
　　　　　　キャラクターショー
　　　　　　　　「それゆけ！アンパンマンショー」
　※キャラクターショーは全席指定
　　です。入場無料ですが入場券が
　　必要です。
<入場券配布> 平日午前9時～午後5時
（電話予約は行いません）
　●受付場所　子育て支援センター
　※詳しくは、公共機関等にチラシを設
　　置していますの
　　でご覧ください。
　　　　

お申し込み・お問い合わせは、子育て支援センターまで　　357-7455

子育て支援センターだより



広報しちがはま　21.6.1● 20

　
弁
護
士
に
よ
る
特
別
電
話
相
談

　
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
に
設
置
し
て

い
る
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
の
電
話
相
談
の

中
で
、
法
律
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て
、
高

齢
者
お
よ
び
障
害
者
と
そ
の
家
族
の
方
々
、

ま
た
は
、
遠
隔
地
等
の
方
々
に
対
し
、
弁
護

士
に
よ
る
電
話
相
談
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
●
と
　
き
　
７
月
29
日（
水
）、30
日（
木
）、

　
　
10
月
29
日
（
木
）
、
30
日
（
金
）
、
平
成
22

　
　
年
１
月
26
日（
火
）、27
日（
水
）　

　
　
午
前
10
時
～
正
午
　

　
　
午
後
１
時
～
３
時（
予
約
制
で
す
）

　
●
相
談
内
容
　
相
続
、
離
婚
問
題
、
多
重

　
　
債
務
、悪
質
商
法
被
害
等
の
法
律
相
談

　
●
予
約
受
付
・
相
談
電
話
番
号
　

　
　
　
０
２
２
―
２
２
３
―
１
１
６
５

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
宮
城
県
社
会
福
祉
協

　
議
会 

総
合
相
談
課 

総
合
相
談
セ
ン
タ

　
ー
ま
で

　
統
計
調
査
に

　
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

　
７
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
全
国
の
事

業
所
、
企
業
を
対
象
に
経
済
セ
ン
サ
ス
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
調
査
員
が
お
伺
い
し
た
際
は
、
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、政
策
課
ま
で

　
鉛
製
給
水
管
を
ご
存
知
で
す
か
？

　
七
ヶ
浜
町
で
は
、
昭
和
56
年
度
以
前
に
設

置
さ
れ
た
給
水
装
置
に
鉛
製
給
水
管
が
使

用
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
平
成
15
年
度
か
ら
水

道
法
で
鉛
濃
度
の
水
質
基
準
が
強
化
さ
れ

た
こ
と
、
ま
た
鉛
製
給
水
管
の
漏
水
割
合
が

高
い
こ
と
か
ら
、
新
た
な
給
水
管
へ
の
入
替

が
望
ま
し
い
と
し
て
い
ま
す
。

●
水
道
事
業
所
の
対
策

　
水
道
事
業
所
で
は
、
使
用
期
限
に
な
っ
た

水
道
メ
ー
タ
ー（
８
年
経
過
し
た
メ
ー
タ
ー
）

の
取
替
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替
工
事
に
併
せ
て

鉛
製
給
水
管
の
把
握
と
お
客
様
へ
の
広
報(

Ｐ

Ｒ)
に
努
め
て
い
ま
す
。

●
ご
家
庭
で
の
対
策

　
水
道
管
に
鉛
製
給
水
管
が
使
わ
れ
て
い

る
ご
家
庭
で
は
、
長
時
間
水
道
水
を
使
用
し

な
か
っ
た
場
合
、
水
道
管
の
中
で
ご
く
微
量

で
す
が
鉛
が
溶
け
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

朝
一
番
の
水
、
長
時
間
使
用
し
な
か
っ
た
時

の
水
は
、
念
の
た
め
バ
ケ
ツ
一
杯
程
度
、
飲

み
水
以
外
（
洗
濯
や
水
洗
ト
イ
レ
な
ど
）
に

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
鉛
製
給
水
管
か
ら
新
し
い
給
水
管
へ
入

替
を
行
う
場
合
は
、
個
人
の
財
産
に
な
る
た

め
、
お
客
様
の
負
担
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　　「
６
月
１
日
～
７
日
は
水
道
週
間
」

　
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
お
い
し
い
ね

　
こ
の
水
未
来
に
　
い
つ
ま
で
も
」
で
す
。

水
は
限
り
あ
る
資
源
で
す
。
大
切
に
使
い
ま

し
ょ
う
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
水
道
事
業
所
　
上
水

　
道
係
ま
で

　
心
に
病
を
も
つ
人
の
家
族
会

　
ご
家
族
の
心
の
病
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

ご
家
族
の
皆
さ
ん
、
悩
ん
で
い
る
の
は
自
分

た
ち
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。

　
家
族
会
で
は
、
定
期
的
に
勉
強
会
や
懇
談

な
ど
の
集
ま
り
を
通
し
て
、
ご
家
族
の
癒
し

の
場
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
是
非
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

　
●
と
　
き
　
６
月
25
日（
木
）

　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　
●
と
こ
ろ
　
役
場
水
道
事
業
所
２
階

　
　
　
　
　
　
会
議
室
　

　
●
内
　
容
　
勉
強
会
・
懇
談
会

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
増
進
課
　
保
健

　
指
導
係
ま
で

357
７
４
４
８

263
０
９
４
８

357
７
４
５
６

357
７
４
３
９

　
●
申
込
場
所
　
塩
釜
地
区
消
防
事
務
組

　
　
合
管
内
の
消
防
署

　
●
テ
キ
ス
ト
　
受
講
の
際
は
テ
キ
ス
ト

　
　
が
必
要
で
す
。
受
付
時
、
塩
釜
地
区
防

　
　
災
安
全
協
会
に
て
３
０
０
０
円
で
販

　
　
売
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
塩
釜
地
区
消
防
事
務

　
組
合
消
防
本
部
予
防
課
指
導
係
ま
で

361
１
６
１
６

　
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会

　
ホ
テ
ル
、
旅
館
、
学
校
、
病
院
、
工
場
、
事
務

所
等
多
数
の
人
々
が
出
入
り
し
、
勤
務
す
る

事
業
所
（
平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
は
小
規

模
な
社
会
福
祉
施
設
等
も
含
ま
れ
ま
す
。
）

ま
た
は
、
一
つ
の
建
物
内
に
管
理
権
原
者
が

異
な
る
種
々
の
テ
ナ
ン
ト
等
が
存
在
す
る

場
合
は
、
各
テ
ナ
ン
ト
に
も
消
防
法
に
定
め

ら
れ
た
資
格
を
有
す
る
防
火
管
理
者
が
必

要
で
す
。
そ
の
資
格
取
得
講
習
会
を
次
の
と

お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

●
と
　
き
　
７
月
１
日（
水
）、２
日（
木
）

　
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

●
と

こ

ろ
　
塩
釜
商
工
会
議
所
会
議
室

●
受
付
期
間
　
６
月
15
日(

月
）～
19
日（
金
）

●
受
講
定
員
　
甲
種
防
火
管
理
者
80
名

　
（
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
。）

　平成22年４月１日採用予定の七ヶ浜町職員を

次のとおり募集します。

●試験区分・職種　上級・行政　

●募集人員　２名

●職務内容　一般行政事務に従事します。

●受験資格　昭和58年４月２日以降に生まれた者で、

　　　　　 大学卒業または卒業見込みの者

●第1次試験日　７月26日（日）

●第1次試験会場　宮城県自治会館

　　　　　　　　 （仙台市青葉区上杉１丁目２-３）

●申込受付　６月26日（金）午後5時まで

　　　　　　総務課総務係へ

●申込書の請求　

　受験申込書は総務課にあります。

郵便で請求する場合は、封筒の表

に「職員採用統一試験受験申込書

請求」と朱書し､宛先を明記の上

120円切手を貼った返信用封筒（Ａ

４サイズが入る大きさ）を必ず同

封してください。

お問い合わせは、総務課総務係まで　　 357-7436

七ヶ浜町職員(上級・行政)募集
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暮らしアラカルト

　
「
米
の
と
ぎ
汁
Ｅ
Ｍ
発
酵
液
と

　
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
の
つ
く
り
方
」講
習
会

　
Ｅ
Ｍ
と
は
、
有
用
な
微
生
物
を
組
み
合
わ

せ
た
も
の
で
菜
園
等
に
お
け
る
土
壌
改
良
、

河
川
の
浄
化
や
悪
臭
対
策
な
ど
に
大
き
な

効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。
Ｅ
Ｍ
を
使
っ
た
暮

ら
し
は
環
境
負
荷
を
低
減
し
身
近
な
生
活

環
境
を
豊
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。

　
●
と
　
き
　
７
月
３
日
（
金
）
　
　
　
　

　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　
●
と
こ
ろ
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
裏
テ

　
　
ニ
ス
コ
ー
ト
（
雨
天
の
場
合 
勤
労
青

　
　
少
年
ホ
ー
ム
軽
運
動
場
）

　
●
内
　
容
　
米
の
と
ぎ
汁
Ｅ
Ｍ
発
酵
液

　
　
と
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
の
つ
く
り
方
・
使
い
方

　
　（
実
技
講
習
）

　
●
定
　
員
　
40
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締

　
　
切
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

　
●
費
　
用
　
無
　
料

　
●
準
備
物
　
２
リ
ッ
ト
ル
の
空
ペ
ッ
ト

　
　
ボ
ト
ル
２
本
・
新
聞
紙
１
日
分
・
筆
記

　
　
用
具
・
タ
オ
ル

　
●
申
込
方
法
　
環
境
生
活
課
ま
で
　

　
　
　
　
　
　
　（
電
話
可
）

　
●
申
込
締
切
　
６
月
19
日（
金
）ま
で

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、環
境
生
活
課

　
ま
た
は
、産
業
課
ま
で

　
国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種（
税
務
）

　
試
験(

高
校
卒
業
程
度
）

　
仙
台
国
税
局

で
は
、
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
ー
あ
ふ
れ

る
税
務
職
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

税
務
職
員
は
、
国

の
財
政
を
支
え

る
重
要
な
仕
事

を
担
い
、国
税
局
や
税
務
署
に
お
い
て
、調
査
・

検
査
や
指
導
を
行
う
税
務
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
で
す
。

●
受
験
資
格
　
昭
和
63
年
４
月
２
日
～

平
成
４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

●
受
付
期
間
　
６
月
23
日（
火
）～
30
日（
火
）

●
申
込
書
の
請
求
　
最
寄
り
の
税
務
署
、

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
ま
た
は
人

事
院
東
北
事
務
局

　
●
試
験
日
お
よ
び
試
験
種
目
　

第
１
次
試
験
（
教
養
試
験
・
適
正
試
験
・
作
文

試
験
）９
月
６
日（
日
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
仙
台
国
税
局
人
事
第

　
警
察
官
Ａ
採
用
試
験

　
宮
城
県
で
は
、
警
察
官
Ａ
採
用
試
験
を
実

施
し
ま
す
。申
込
書
は
、塩
釜
警
察
署
ま
た
は
、

お
近
く
の
交
番
、駐
在
所
で
お
渡
し
し
ま
す
。

　
●
申
込
締
切
　
６
月
19
日（
金
）　

　
●
試
験
日
　
　
７
月
12
日（
日
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
県
警
採
用
フ
リ
ー
ダ

　
イ
ヤ
ル
ま
で

　
　
０
１
２
０
―
２
０
４
―
６
０
６

　
空
地
の
雑
草
除
去

　
現
在
、
所
有
（
管
理
）
し
て
い
る
土
地
は
雑

草
が
生
い
茂
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
雑
草
な
ど
に
よ
っ
て
土
地
が
荒
れ
た
状

況
に
な
り
ま
す
と
、
景
観
の
悪
さ
に
よ
っ
て

付
近
の
方
が
不
快
に
思
っ
た
り
、
火
災
や
病

害
虫
等
の
発
生
、
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
を
誘

発
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
所
有
（
管
理
）
地

の
雑
草
の
除
去
を
行
い
適
正
に
管
理
さ
れ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、環
境
生
活
課
ま
で

　
資
源
の
持
ち
去
り
防
止

　
ご
み
集
積
所
に
出
さ
れ
た
新
聞
紙
な
ど

資
源
の
持
ち
去
り
行
為
が
多
数
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

　
集
積
所
に
出
さ
れ
た
資
源
物
は
住
民
の

皆
さ
ん
が
町
の
廃
棄
物
処
理
計
画
に
沿
っ

て
出
し
て
い
る
も
の
で
す
の
で
町
の
許
可

業
者
以
外
が
持
ち
去
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
持
ち
去
り
行
為
を
見
か
け
た
場
合
は
、
場

所
や
車
種
な
ど
の
特
徴
を
環
境
生
活
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、環
境
生
活
課
ま
で

263
１
１
１
１

357
７
４
５
４

357
７
４
４
３

357
７
４
５
４

357
７
４
５
４

　
図
書
セ
ン
タ
ー
よ
み
き
か
せ
講
座

　
「
よ
み
き
か
せ
」
は
、
子
ど
も
と
本
を
つ
な

ぎ
、
豊
か
な
感
性
を
は
ぐ
く
み
言
葉
や
表
現

力
を
養
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
講
座

は
「
よ
み
き
か
せ
」
の
技
術
等
を
、
簡
単
に
身

に
つ
け
て
い
た
だ
く
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

「
よ
み
き
か
せ
」
に
感
心
の
あ
る
方
、
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
●
テ
ー
マ
　「
わ
ら
べ
歌
と
絵
本
」

　
　
　
　
　
　
～
心
に
響
く
わ
ら
べ
歌
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
絵
本
の
世
界
～

　
●
と
　
き
　
６
月
７
日（
日
）、21
日（
日
）

　
　
午
後
１
時
か
ら
午
後
２
時
30
分

　
●
と
こ
ろ
　
図
書
セ
ン
タ
ー
・
２
階

　
●
定
　
員
　
20
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締

　
　
切
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

　
●
講
　
師
　
尚
絅
学
院
大
学
女
子

　
　
　
　
　
　
短
期
大
学
部
非
常
勤
講
師

　
　
　
　
　
　
金
子
　
き
く
え 

氏
　
　

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、図
書
セ
ン
タ
ー
ま
で

　
行
政
相
談
委
員
に
星 

初
枝
さ
ん

　
４
月
１
日
付
け
で
、

星
初
枝
さ
ん
が
総
務

大
臣
よ
り
町
の
行
政

相
談
委
員
に
再
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。
行
政
相

談
委
員
は
、
役
所
の
仕

事
に
つ
い
て
困
っ
て

い
い
る
こ
と
、
要
望
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
主
な
役
目
で
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
定
例
相
談
日
　
毎
月
第
２
火
曜
日

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
相
談
場
所
　
水
道
庁
舎
２
階
会
議
室
　

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、星
初
枝
さ
ん
ま
で

357
３
８
６
６

357
２
４
２
６

あ
た
た
か
い
心

　
次
の
よ
う
な
善
意
寄
付
が
あ
り
ま

し
た
。
紙
面
に
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

◇
七
ヶ
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
佐
藤
正
義
後
援
会
　
様

　
65
歳
を
祝
う
同
級
会
実
行
委
員
会
　
様

　
　

（
４
月
28
日
現
在
）
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暮らしアラカルト

　簡単なエアロビクスでの脂肪燃焼と、ポールを使っ

たストレッチでカラダをすっきりとした状態にしてい

くレッスンです。

●と　き　毎週金曜日　午前11時～正午

●料　金　300円（施設使用料別途）

●ところ　アクアリーナ・フィットネススタジオ

※レッスンの30分前より、フロントにて受付開始

　

　細い浮き棒を使い、水中ウォーキング・筋力トレーニ

ング・リラクゼーションを行うレッスンです。

●と　き　6月の毎週金曜日　午後7時30分～午後8時

●料　金　無料（施設使用料別途）

●ところ　アクアリーナ・フィットネスプール

  ６月限定　ＺＵＭＢＡ（ズンバ）有料レッスン

　ラテンのステップを基本に様々なジャンルのダン

スを組み合わせたレッスンです。

●定　員　20名

●と  き　毎週日曜日 午後4時～午後4時４５分

　　　　 青竹エクササイズ（無料レッスン）

　つぼの集まる足裏を刺激して、全身の血行促進をは

かります。

●定　員 15名

●と　き 毎週金曜日 午後2時30分～午後2時50分

　　　　　　サーキット（無料レッスン）

　筋力トレーニングと有酸素運動を組み合わせた体

力向上をはかるレッスンです。

●定　員　18名

●と　き　毎週土曜日 午後2時30分～午後2時50分

　
保
育
体
験
学
習

　　
町
内
の
中
学
生
・
高
校
生
で
子
ど
も
の
お

世
話
を
し
て
み
た
い
、
将
来
保
育
所
や
幼
稚

園
で
働
い
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
方
、
優

し
い
保
育
士
さ
ん
た
ち
の
指
導
の
も
と
で

保
育
体
験
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
●
と
　
き
　

　
　
事
前
研
修

　
　
　
７
月
11
日（
土
）９
時
～
正
午

　
　
体
験
日
程
　

　
　
①
７
月
21
日（
火
）～
25
日（
土
）

　
　
②
７
月
27
日（
月
）～
31
日（
金
）

　
　
③
８
月
３
日（
月
）～
７
日（
金
）

　
※
時
間
は
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
　
ま
で
、体
験
日
程
の
い
ず
れ
か
１
回

　
●
と
こ
ろ
　
遠
山
保
育
所
、汐
見
保
育
所

　
●
対
　
象
　

　
　
町
内
在
住
の
中
学
生
・
高
校
生
50
名

　
●
申
込
締
切
　
６
月
14
日（
日
）ま
で

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、生
涯
学
習
課
ま
で

　
　
　

　
み
な
と
の
ま
ち

　
１
０
０
km
徒
歩
の
旅

　　
地
域
１
０
０
km
の
コ
ー
ス
を
徒
歩
に
て「
生

き
る
力
」
を
育
む
「
第
５
回
み
な
と
の
ま
ち

１
０
０
km
徒
歩
の
旅
」を
開
催
し
ま
す
。

　
●
と
　
き
　

　
　
８
月
５
日（
水
）～
９
日（
日
）

　
　

　
●
と
こ
ろ
　

　
　
２
市
３
町
の
１
０
０
km
の
コ
ー
ス

　
●
対
　
象

　
　
２
市
３
町
の
小
学
４
～
６
年
生

　
●
定
　
員
　
１
０
０
名

　
●
参
加
費
　
２
０
０
０
０
円

　
●
申
込
方
法
　
各
学
校
で
配
布
さ
れ
る

　
　
チ
ラ
シ
の
裏
面
に
必
要
事
項
を
ご
記

　
　
入
の
上
、
青
年
会
議
所
宛
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

　
　
申
込

　
●
申
込
締
切
　
６
月
10
日（
水
）ま
で

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
団
法
人
塩
釜
青
年

　
会
議
所
ま
で

新レッスン！６・７月限定！！
　６月５日スタート　「すっきりエアロ」

６月限定！！
　６月５日スタート　「アクアヌードル」

加圧トレーニングが4月から始まりました！！
　　 随時、加圧トレーニング会員募集中！！
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357
７
９
２
０

357
３
３
０
２

366
５
８
９
３

お問い合わせは、アクアリーナまで　　357-7890

　
ア
ク
ア
ゆ
め
ク
ラ
ブ
イ
ベ
ン
ト

　
仙
台
湾
カ
レ
イ
釣
り
大
会

　　
釣
り
が
好
き
だ
け
ど
、
な
か
な
か
機
会
が

な
い
み
な
さ
ん
！
こ
の
機
会
に
釣
り
に
い

き
ま
せ
ん
か
？
大
物
を
ね
ら
っ
て
釣
り
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

　
●
と
　
き
　
６
月
28
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
午
前
６
時
～
午
後
２
時

　
●
と
こ
ろ
　
松
ヶ
浜
漁
港
～
大
型
漁
礁

　
●
対
　
象
　
全
町
民

　
　（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

　
●
費
　
用
　
７
５
０
０
円（
一
般
）

　
　
　
　
　
　
５
５
０
０
円（
ア
ク
ア
ゆ
め

　
　
　
　
　
　
ク
ラ
ブ
会
員
）

　
●
定
　
員
　
　
12
名

　
●
申
込
方
法
　

　
　
ア
ク
ア
ゆ
め
ク
ラ
ブ
事
務
局
に
て

　
　
受
付（
午
前
９
時
～
午
後
９
時
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
ア
ク
ア
ゆ
め
ク
ラ
ブ

　
事
務
局
ま
で



利用者

バス送迎

＊お問い合わせは、健康増進課 保健指導係まで 357-7448
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受付／午前9時～午後3時

塩釜地区休日急患
診療センター
（塩釜医師会館1階）

　366-0630

開館時間　午前9時～午後4時　

入浴時間　午前10時～午後2時30分

　　　　　※土･日･祝日と休館日は入浴できません。

休 館 日　月曜日（祝日の場合は翌日休館）

持参する物　浴用タオル、昼食

＊お問い合わせは、老人福祉センター「浜風」まで　　357-4976

12:45～
13:00

12:45～
13:00

12:45～
13:00

3～4か月児
健 康 診 査

B C G 接種

12:15～
12:30

12:15～
12:30

12:15～
12:30

12:15～
12:30

12:15～
12:30

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

1 歳 児
歯 科 健 診

2歳9か月児
歯 科 健 診

H21.1.24～3.4出生児6/4

母子健康
センター

10

17

18

7/8

3 歳 児
健 康 診 査

H17.12.1～12.31出生児

※希望者にはフッ素塗布

　を行います。（100円）

H18.10.1～11.30出生児

※希望者にはフッ素塗布

　を行います。（100円）

H19.11.1～11.30出生児

※希望者にはフッ素塗布

　を行います。（100円）

1歳6か月児
健 康 診 査

H20.5.1～6.30出生児

※母子手帳・大人用・子

　供用の歯ブラシをお持

　ちください。

フ ッ 素
塗 布
（10 0円）

フ ッ 素
塗 布
（10 0円）

①2歳6か月児
（H18.12.1～31出生）

②3歳児（H18.6.1～30出生）
③3歳3か月児

（H18.3.1～31出生）
※母子手帳・フッ素塗布カー
ド・歯ブラシをお持ちく
ださい。

①1歳9か月児
（H19.9.1～31出生）

②2歳児（H19.6.1～30出生）
③2歳3か月児

（H19.3.1～31出生）
※母子手帳・フッ素塗布カー
ド・歯ブラシをお持ちく
ださい。

と き 行事名 ところ 受付時間 対象・内容

◆バス時刻表(休館日を除く火～金に送迎を行います)

Ｊ
Ｒ
仙
石
線

西
塩
釜
駅

下
馬
駅

GS NTT塩釜

赤石病院

塩釜三中
坂総合
病院

休
日
急
患

診
療
セ
ン
タ
ー

暮らしアラカルト

老人福祉センター

45

塩釜市海岸通15-100イオンタウンショッピング内

利府町神谷沢字南沢1-1

塩釜市庚塚3 0 - 8 2

塩釜市海岸通15-100イオンタウンショッピング内

多賀城市城南１丁目19-22

多賀城市高崎３丁目11-22

ノーブルデンタルオフィス

かたおか歯科クリニック

きくちデンタルクリニック

ノーブルデンタルオフィス

城南歯科クリニック

森の風歯科クリニッ

6/ 7

14�

21

28

7/ 5

12�

361-1138

255-2028

361-3368

361-1138

389-2008

309-1855

【受付】
　午前9時～11時30分
　午後1時～4時
　※土曜は小児科のみ午後6時
30分～9時30分まで受付。

9:30 9:35 9:40 9:45 9:50 9:55

代ヶ崎 東宮 要害 境山 遠山 汐見台火
・
木

9:30 9:35 9:40 9:45 9:50 9:55

湊浜 松ヶ浜 菖蒲田浜 花渕浜 吉田浜 亦楽水
・
金

●と　き　６月11日（木）、25日（木）

　　　　　午前10時～正午

●ところ　塩釜保健所

●引取手数料

　生後90日以内の犬・猫…1頭   400円

　生後91日以上の犬・猫…1頭 2,000円

※お問い合わせは、塩釜保健所まで

363-5505

5月1日現在の人口（前月比）

13.27 km2

町花　 ハマギク

アメリカ・マサチューセッツ州プリマス

転入

転出

出生

死亡

（　０）

（－13）

（－22）

（－35）

6,518

10,455

10,604

21,059

世帯数

男

女

計

63

90

12

20

町の面積

町木　 クロマツ

姉妹都市



「
七
の
市
」で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

　
若
葉
が
さ
え
始
め
景
色
は
心

を
豊
か
に
さ
せ
る
季
節
に
入
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
季
節
に
も
関

わ
ら
ず
、
こ
の
時
期
は
五
月
病

に
な
る
一
番
の
季
節
で
も
あ
る

の
で
す
●
仕
事
に
対
す
る
関
心

や
意
欲
を
失
い
無
気
力
な
状
態

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
五
月

病
と
言
い
ま
す
。
ま
じ
め
で
完

全
主
義
、
内
気
な
人
が
な
り
や

す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

誰
し
も
が
そ
ん
な
自
分
を
持
っ

て
い
る
も
の
で
す
●
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
た
ら
自
分
を
休
ま
せ
、

悩
ま
ず
に
た
く
さ
ん
愚
痴
を
言

い
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
良
い
ス

ト
レ
ス
解
消
方
法
を
見
つ
け
て

く
だ
さ
い
。
ペ
ー
ス
ダ
ウ
ン
は

生
き
て
い
く
上
で
必
要
な
こ
と

で
す
●
休
日
、
お
時
間
が
あ
れ

ば
、
毎
月
最
終
日
曜
日
に
開
催

し
て
い
る
「
七
の
市
」
に
足
を
運

び
、
の
ん
び
り
と
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

TM

Treadmark of American Soybean Association

環境に優しい大豆油インキを
使用しています
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Ｋ
）
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 今年の夏、姉妹都市プリマス（アメリカ合衆国・マサチューセッツ

州）から青少年が七ヶ浜に来ます。ホームステイをして日本の文化・

生活習慣・料理などを体験し、友好を深めたいと思います。ぜひあ

なたもホストファミリーになって、プリマスの青少年と楽しい夏

の思い出をつくりませんか？

 今年の夏、姉妹都市プリマス（アメリカ合衆国・マサチューセッツ

州）から青少年が七ヶ浜に来ます。ホームステイをして日本の文化・

生活習慣・料理などを体験し、友好を深めたいと思います。ぜひあ

なたもホストファミリーになって、プリマスの青少年と楽しい夏

の思い出をつくりませんか？

●募集家庭数　10家庭

●ホームステイ予定期間　8月3日（月）～11日(火)

●受け入れ予定人数　高校生8名，引率者（大人）3名

●申込期限　7月3日（金）まで国際村へお申し込みください。

※お問い合わせは、七ヶ浜国際村国際交流係まで    357-5931 

プリマス青少年訪問団
受け入れホストファミリー募集

プリマス青少年訪問団
受け入れホストファミリー募集
プリマス青少年訪問団

受け入れホストファミリー募集
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